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生出森八幡神社例祭における神輿渡御



大八山から生出地区を望む

生出沼原地区からの遠望



序

二日、笹谷越えの古道は、旧二日、笹谷街道として最上一仙台を結ぶ一大幹線道として栄え

た。】との関山越えとの連絡も密で、仙台道、茂庭道も脇街道として栄えたとも伝えられ、茂庭

の集落は荷駄の集積地として活気をみせていた所であつた。それだけに民俗行事も盛んで、生

出森八幡神社の祭札は、地域住民の生活の中で今も生き生きと営まれ、継承されている貴重な

文化遺産であろう。

本書は、こうした民俗文化財に焦点をあてた調査の‐片であるが、とりわけ「神輿の渡御」

等の神事をあますところなく調査記録した報告書である。

本市には、こうした民俗文化財がかつては数多く営まれていた筈であったが、戦後の生活環

境の変貌に伴って失われつつあることは誠にさびしい限りである。しかし、現存するものにつ

いては、今後計画的な調査を行い、記録にとどめ、保存伝承に寄与する所存である。

今後とも、文化財看政に対する一層の御理解と御指導、御助言を賜わりますればこの上ない

喜びである。

昭和59年 3月

育 委 員 会
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長
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I.は じめに

本報告書は、仙台市教育委員会が昭和58年

に実施 した、仙台市茂庭にある生出森八幡神

社の例祭並びに神楽の調査結果をまとめたも

のである。仙台市内ではあまりみることので

きなくなった神輿の渡御等、古くから伝わる

祭礼の様子を詳細に記録するよう努めた。

1.調査体制

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会社会教育

課

調 査 者  山口 宏 (社会教育課主事)

中富 洋、斎藤 豊、日下

勉 (東北学院大学民俗学研究

会)

調査にあたっては、次の方々の協力をいた

だいた。記して感謝 したい。(話者一覧・敬称略)

(茂庭字大沢)  佐藤軍蔵

(茂庭字坂の下) 沼田今朝治

(茂庭字佐保山) 鈴木文夫

(茂庭字高田)  加藤武雄

(茂庭字中の瀬) 石垣富一郎、叶 寿

郎、叶 与一郎、佐藤今朝雄、住吉惣

右工門、高橋多賀志

(茂庭字梨野)  太田正雄

(茂庭字西前)  板山袈之助

(茂庭字町) 桜井惣治郎、森 幸吉、

吉野紀行

(茂庭字峰岸)佐 藤とみ、佐藤まつえ

2.調査期間

昭和58年 3月 14日 ～3月 28日  聞き取 り調

査

4月 20日 、21日 例祭調査 (里宮)

6月 1日 、 2日 例祭調査 (山宮)

3.生出・茂庭地区の概況

仙台市の西端にあるこの地区は、名取川北

岸の茂庭と南側の坪沼から成る。昭和31年 に

仙台市に編入されたが、以前は名取郡生出村

と称 した。これは明治22年町村制施行により

茂庭と坪沼地区が合併 し、茂庭の霊峰生出森

(太白山)り名をとって生出村としたことに

よる。

茂庭地区は北に蕃山、西に亀ヶ森、東は太

白山、南は高館丘陵と四方を丘陵で囲まれた

地域で、名取川が大きく北に湾曲して作った

広い段丘面に水田や集落が展開している。

この付近は、古くから秋保を経て三日峠を

越える街道の要衡のひとつであったが、近年

は、東北自動車道仙台南インターチェンジの

開設や、笹谷 トンネルの開通により、山形県

側にぬける幹線道路の通過地点としてその重

要度をましている。また、茂庭地区梨野・峯

山・沼原の丘陵地帯 には茂庭ニュータウン

が建設され、これから地区全体が大きく変貌

しようとしている。

4.太白山の成立と伝説

(1)太白山の成り立ち

仙台市西部にそびえる三角形の山塊を持つ

山で、遠 くからでもよく目につき、仙台市民



に親 しまれている。

第二紀の人山活動で生 じた火山であるが、

周辺が浸食され、硬い溶岩が残丘状に残った

もので、標高は海抜 321mで ある。その中腹

には生出森八幡神社山宮があり、項上には貴

船神社の祠がある。

(2)太白山の由来・伝説

① 名  称

太白山は一名生出森、烏兎ヶ森、独活ヶ森

とも言われる。

② 独活ヶ森

昔、この森の項に独活の大木が生えていて

その枝葉が四里四方に拡がり、その下になっ

た村々では田畑の物が実らなくなった。そこ

で村人がみんなで相談した結果、大木を切 り

倒すことになり、斧を加えたが、一夜のうち

に、その日の切 り屑が集まって切 り口を塞い

でしまい、次の日には再びもとの大木になっ

ていて、何度繰 り返 してもその目的が達成で

きなかった。

すると、村の長老がてつぺんに貴船イ申社を

希Eる とよいといつたので、大同 2年 (807年 )

8月 1日 に京都の貴船ネ申社の分霊を奉遷 して

三昼夜の祈願の末大木を切 り倒 し、その害を

防ぐことができたという。

③ ォ トア森

昔、この山の麓にオトアという乙女が住ん

でいて、ある夜彼女が便所におきたところ、

この山がムクムクと生い出ている最中であつ

た。 ところが彼女に見つけられたとたんに、

それきり生い出なくなった。もし、オ トアに

見つけられなかったら、富士山よりも高 くな

ったであろうと言われ、この山を最初に発見

したオ トアという名にちなんでオ トア森 と呼

ばれた。またその時、鹿島台の品井沼のとこ

ろがへこんであの沼ができたのだという。

④ 太白山のメッコ神

独活ヶ森の神様はメッコ (片 目)であつた

という。これは神様がある時、山の中で誤っ

て、独活がらで目をつついたためメッコにな

ったとのことで、今でも麓の地区では、独活

を食べてはいけないし、畑にも独活を作って

はいけないという。

③ 太白山の巨人

昔、太白山に巨人が住んでいたといわれ、

閑上、荒浜等の海岸に出て、太平洋から魚や

貝を採つて食べていたという。また、田畑の

忙 しい時には時々麓の村々に出て、よく手伝

いをしたという。

山頂の東北に敷石といわれる大きな岩があ

り、巨人が常に腰をかけて休んだ岩だという。

山の東南の洗沢は巨人が足を洗った所で、亘

理郡吉田村の方には巨人の右足の跡だという

長さ3尺ばかりの足跡のついた石が今も残っ

ているという。



I 生 出森八幡神社例祭

1.生出森八幡神社の沿草

(1)由   緒

生出森八幡神社は、旧生出村のムラウジガ

ミで、通常「ハチマンサマ」と呼ばれている。

同社は、茂庭字町区の里宮と太白山中腹の山

宮に分かれる。

『封内風土記』によれば、文治 5年 (1189

年)、 源頼朝の奥州征伐の際、倉」斤Eす るという。

また、河村四郎秀清が阿津賀志山の合戦で功

を立て、その賞として本州耶摩、名取両郡の

数ヶ村を下賜され、ここに住んで茂庭氏と称

し、領地 したという。その折、太白山の山頂

に、この鎮守として生出森八幡神社を崇め、

祭田を寄附したと伝えている。

その後、寛永12年 (1635年)に祠が山頂よ

り、山の中腹 (現在地)に移され、元禄 7年

(1694年)に は、茂庭に里宮が造営され、宝

暦13年 (1763年)の再建を経て現在に至って

いる。同社の記録によれば、初め、茂庭氏よ

り祭田を受け、一時中断されたが、藩主伊達

綱宗の時、再び祭田を賜 り、享保年間まで続

いた。文化年間には別当大蔵院永代供料とし

て米 2俵 を下附され、明治維新に至ったとい

う。明治 5年 (1872年)に は生出村の村社に

列 し、同40年 (1907年)幣吊供進社に列した。

神職を務めるのは代々高橋家で、生出森八

幡神社及び貴船神社は高橋家で管理している。

現在、神職を務めるのは高橋多賀志氏である。

(D氏  子

同社の氏子は旧生出村 (坪沼は除 く)の各

地区の人々で構成されno折立 (折立、松倉)・

梨野 (梨野、高田)・ 本郷 (本郷、向根、坂

ノ下)。 上町 (上町)。 町 (H丁、中ノ瀬)。

人来田 (人来田)。 北赤石 (北赤石 。小塚)

の各地区がもともとの氏子で、昭和53年 から

日本平もこれに加わり、現在約600戸を数える。

また、昭和31年生出村が仙台市に編入され

る以前には、佐保山・綱木地区 (現在、西多

賀支所管轄)も 加入 していた。

(31 貴船神社

貴船神社は太白山の山項に斤Eら れている小

祠である。大同 2年 (807年 )、 京都の貴船オ申

社を分霊 したという。

この神社は福島県相〕弓地方から宮城県の牡

鹿地方にかけて、漁民の信仰が篤いという。

これは、別名生出森と呼ばれる太白山の山容

が、遠 く閑上、塩釜等からも確認することがで

き、漁師にとって航路を知る上で重要な目標

となっていたためと思われる。

2.生出森八幡神社例祭

生出森八幡神社の例祭は、もともと旧暦 4

月20日 に行われていた。これが明治22年 (1889

年)か ら新暦 4月 20、 21日 に里宮の例祭、旧

暦 4月 20、 21日 に山宮の例祭という日程で実

施するようになった。新暦 4月 20日 に行われ

る例祭が本祭ともいうべき祭で、里宮を主祭

地として、古式に則った神事が行われている。

この例祭の中心は里宮と山宮の間で行われる



神輿の渡御である。

例祭を執り行 う中心祭市E者は、同社の神職

を務める高橋家の家長である(「別当」といわ

れる)。 また、氏子の中から氏子総代長、副総

代長が選出され、別当の補佐をする。さらに、

各地区毎に氏子総代人と、その補佐役ワカチ

ョウ (若長)が置かれ、祭 りの時に、氏子の

指揮をする。また、祭の中心である神輿の渡

御は 1年交代の各地区輪番制で、祭りの経費

については全氏子(一戸単位)が負担している。

以上、同社例祭の概略であるが、これから

は例祭について一つ一つ細かく見ていきたい。

(1)例祭の呼称

① 新暦 4月 20日 、21日 の例祭

サ トミヤノオマツリ (里宮のお祭)と 言わ

れるが、レイサイ(例祭)、 オマツリとも言わ

れる。

② 旧暦 4月 20日 の例祭

ヤマミヤノオマツリ (山宮のお祭)或はオ

ヤマノオマツリと言う。レイサイ(例祭)、 オ

マツリ (お祭 り)と も言う。

(2)祭  日

① 明治21年 までの祭日

十日暦 4月 20日

② 明治22年以降、現在までの祭日

(I)新暦 4月 20日 、21日 。 (里宮の例祭)

(‖)旧暦 4月 20日 、21日 。 (山宮の例祭)

(3)祭  地

① 明治21年 までの祭地

里宮、山宮、及び貴船神社。

② 明治22年以降、現在までの祭地

(I)新暦 4月 20。 21日 の例祭 里宮、山宮。

(‖)旧暦 4月 20・ 21日 の例祭 山宮及び貴

船神社。

(4)例祭内容

① 明治21年 までの例祭

記録、伝承が乏しく不明確な点が多い。①

里宮での神割③山宮での神事⑤里宮、山宮間

の神輿渡御①貰船神社への神供などが行われ

ていたらしい。

② 明治22年以降、現在までの例祭

(I)新暦 4月 20・ 21日 の例祭

①里宮での神事⑤山宮での神事③里宮、山宮

間の神輿渡御―以上20日 一①里宮での神楽奉

納-21日―

(‖)旧暦 4月 20。 21日 の例祭

①山宮での神事①山宮での神楽奉納①貴船神

社への神供-20日 、21日 とも一

(5)例祭における役割 (神役)

① 別当  例祭において直接神に奉仕する

唯―の人で、神役の中心となっている。

別当は、代々世襲制で、生出森八幡神社の

神職にある高橋家の家長がその役にあたる。

高橋家の家長は、代々別当○○院の名を持

つことになっており、現在の多賀志氏で21代



日にあたるという。

② 繭宜  別当の長男で、例祭において別

当の補佐役を行 う。

③ 氏子総代長  氏子総代人の中から、話

し合いによって 1名 が任命される。任期は定

められていないが、かつては、有力な家の人

が選ばれることが多かったという。現在は、

桜井惣治郎氏が務めている。

氏子総代長は、全氏子を統率し、例祭全般

を取 り仕切る。例祭の諸事の決定を行 う総代

会を主催するのも、総代長の任である。

④ 氏子総代副長  氏子総代人の中から、

話 し合いによって 1名 が任命される。任期は

定められていないが、かつては、有力な家の

人が選出されることが多かった。

氏子総代長の補佐を行 う。

⑤ 氏子総代人  各地区に1名 置かれる力＼

選出は話し合いによる。任期は定められてい

ない。かつては、各地区単位ではなく、全氏

子の中から選挙によって定数が選出されてい

た。そのため、地区によって偏 りが生じる弊

があったという。また、有力な家の人が選ば

れることが多かったともいう。

氏子総代人は各地区の氏子の統率を行う。

③ ワカチョウ (若長)  各地区に2～ 3

名置かれる。30代、40代 の人が任命されるが、

選出は、話し合いによる。任期は特に定めら

れていないが、 2～ 3年で交代することが多

い。

若長は、氏子総代人の補佐的役割に当る力＼

特に地区の若い氏子を統率する。特に神輿担

ぎを指揮するのは重要な役割である。

また、地区の各戸を回って祭典費を徴集 し

たり、例祭後に神社の祈祷札、オゴフ 1/Jヽ さ

な九餅)を配り歩くのも若長の任である。

(0 例祭準備

① 氏子総代会  その年の例祭の諸事を決

定する。参加者は別当、氏子総代長、氏子総

代副長、氏子総代人である。

この会は、氏子総代長が主催するが、4月

10日 頃の日曜日に開かれることが多い。議長

を務めるのも氏子総代長である。

主な討議事項は、祭典費、モチマエ(分担)、

神輿渡御の道順などである。ここで決定した

事は氏子総代人が各々の地区の氏子に伝達す

る。

② 祭典費とその徴収  例祭に要する経費

は、全氏子から徴収 して賄 う。各氏子 (1戸

単位)の負担額は氏子総代会で決定される。

この徴収は、若長が各戸を訪問して行 う。

昭和58年の祭礼の経費総予算は約50万円で、

各氏子の負担額は700円 であった。

③ 注連縄作 り  例祭の時に張る注連縄は、

例祭のlヶ 月程前から約い始める。上町の根

本家や河村家が絢うのが習慣である。



④ 神役の潔斎  かつては、神役にある人

は例祭の 1週間程前から、かなり厳 しい潔斎

が求められた。身を浄めるといって肉、魚、

卵は食べず、夫婦分かれをすることもあった。

例祭の前夜には必らず、川で水垢離を取った。

また、この潔斎は神役のみならず、神輿渡御

にか加する氏子に及んだこともあるという。

現在ではこのような習慣はなくなったが、別

当と氏子総代人の代表 1名 は、例祭前夜に名

取川で水垢離を取っている。

(⊃ 例祭前日の準備

① 社殿の清掃  19日 の夕刻、勤めを終え

モ氏子が里宮・山宮に集まり、境内。社殿の

清掃をまず行う。

② 注連縄張り  山宮、里宮の′亀居及び里

宮の神楽殿に注連縄を張る。かつては、町区

内の神輿渡御のコースの数ヶ所に笹竹を立て、

注連縄を張ったという。

③ 職立て  里宮の鳥居の両側に2本の大

懺を立てる。また、町区内の多くの場所に小

職を立てる。小峨を立てるのは主に主婦であ

る。 (写真 1、 2)

④ 神輿洗い  本殿前で神輿を組み立て、

水で洗 う。破損があれば、修繕する。(写真 3)

⑤ 神輿行列の道具の手入れ  神輿行列に

使 うボンテン・鉾などを収納庫から出し、手

入れをした後、組み立てる。 (写真 4、 5)

⑥ 装束の手入れ  神輿行列の人が着用す

る装束を出し、整える。なお、以前どの装束

は各自自前の紋付・袴であったが、そろえる

負担が大きいので、現在は神社が白い装束を

準備 している。

⑦ 餅鴇き  かつては、神供にする餅や、

氏子に配るオゴフ (小 さな九餅)は、前日に

神社で掲いて準備 したが、現在では業者から

購入 している。

写真 1 織立ての準備

写真 2 機立ての準備



写真 4、 5 神輿行列の道具の手入れ

(働 例祭当日朝の準備

① 神供の準備  例祭当日の朝、別当が本

殿腸の集会所でネ申供の準備をする。神供は、

紙を敷いた三宝に盛られるが、この三宝の総

数は奇数にする。

昭和58年の例祭における神供の内容は、餅

(重ね餅、 1)、 米 (洗 い米、 1)、 塩 (1)、

神酒 (1)、 野菜 (3)、 果物 (1)、 山菜 (1)、

川魚 (ア カハラ2匹、 1)、 海魚 (メ ヌケ2医

1)であったd数字は三宝の台数である。

② .神輿行列の準備  例祭当日の朝、神輿

行列を行 う地区の氏子力泌申社に集 り、装束に

着替えて身仕度 を整える。全員が集ったとこ

ろで、氏子総代人から行列についての指示が

ある。

なお、昭和58年の例祭における神輿行列の

モチマエは本郷地区で、20日 朝 8時に神社に

集合 した。

(9)例   祭

ここでは、昭和58年 4月 20日 、21日 の例祭

を実地調査 した時のことを述べる。

① 神役集合、祝詞奏上 (9時 20分 )

全ネ申役と神楽師が集会所に集合。別当が祝

詞奏上の後、神役を祓 う。

② 献鎖の儀 (9時 30分 )

三宝に盛られた神供を本殿の神前に供える。

神前に全ての神供が揃ったら、別当が祝詞

を奏上。この時は、全榊役と神楽師が本殿内

に集まっている。

③ 玉串の献納 (9時 50分 )

ボンテン持 ち・氏子総代長・神楽長・若長

代表の順に、神前に玉串を献納する。

① 神輿神幸の儀 (10時 00分 )

神輿に神体を祓す儀式。以下、その順を記

す。

(I)別当、爾宜、 2人のボンテン持を本殿

内に残 し、全員が外に出る。

(li)榊 輿の前部半分程を本殿内に入れる。

(‖ )幕をVD・ ろし、外から本殿内は見えない。

写真 3 神輿洗い



神輿も前部半分は幕で覆われ、見 えない。

lv)別当祝詞奏上。

(v)別当が紫色の布で御神体 を被い、持 ち

上げる。

(vゆ 神輿前部の入れ口に進み出て、神体を

中に入れる。この時、2人のボンテン持ちが

入れ口の前でボンテンの房 を交叉させて、

神体を隠している。

(vl)幕を上げる。

位け 神輿を本殿から外に出す。

(IX)神役、神輿行列の氏子が、御神酒を飲

む。

は)行列を整える。

侠|)出発。花火が打ち上げられる。

③ 神幸 (神輿渡御)(lo時20分 )

(i)神輿行列のモチマエ

神輿行列のモチマエは、 1年交代で、各地

区の輪番制である。但 し、町区は例祭前日の

準備 を毎年するため、このモチマエからは除

外 される。また最近氏子に加入 した日本平も

このモチマエはない。

現在、神輿行列のモチマエは、人来田、折

立、梨野、本郷、上町、北赤石の順に回され

ている。

(1)神輿行列の順位

神輿行列は先頭から以下の順に並び、行列

する。

・ シオフリ(塩振 り) 2名

・ シシ(獅子) 1頭 、 4名

・ タイコ(太鼓) 2箇 、太球持ちが1箇

に付 き2名。打 ち手が 1箇 に付 き1名 。

・ フエ (笛)  3名

・ ハタ(旗)  2名

・ ホコ(鉾) 2名

・ サカキ(榊) 1名

・ ボンテン(梵天) 2名
。テンガ  1名

・ ミコシ(神動   1台 、16名

・ ミコシ台 (ネ申輿台) 1台

以上は現在の神輿行列であるが、第二次世

界大戦頃までは別当が馬に乗って先導し、女

児の巫女行列、男児の旗行列がこれに加わっ

ていた。

|)道順 (別添地図参照)

神輿行列カン申幸する道順は、古くから決め

られていた。しかし、近年日本平が氏子に加

わったため、行列は日本平を経て太白山に至

るようになった。なる、生出公民館付近から、

日本平までは トラックで神輿を運んでいる。

行列の大白山からの復路は、立ち寄るお旅

所などがあり、現在でも明確に決められてい

るが、年によってはコースを若干変更して、

その年の神輿行列のモチマエである地区に立

ち寄ることもある。昭和58年の例祭では、モ

チマエの地区、本郷に寄った。

0り お旅所

神輿行列が太白山からの復路で休′息する場

所を、お旅所という。お旅所では神輿を台に

置き、別当が祝詞を奏上する。その後お旅所

の家が、行列に御神酒、料理を振舞う。

お旅所で神輿が休んでいる間に、地区の人

が集まり、神輿に賽銭を上げて拝むことも多

い。以下、お旅所に立ち寄る順番である。



一ノ宮 (FT区叶家の氏神)一佐藤家 (町区)―   (vm)山宮での神事

上町公民館―茂庭家 (上町)一吉野家 (田丁区)   神輿行列は山宮に着 くと、ここで休息する

が、その間、神役が本殿に上 り、別当が祝詞

(v)神輿の万契ぎ                を奏上 し祓いをする。

お旅所茂庭家で休息した後、行列は秋保街   (IX)日訪日開年の例祭における神輿行列の各

道から名取川に降 り、ここで神輿は川に入 り、 地点発着時間

麒 ぎをする。                 里宮発 (10:20)、 山宮着 (12:03)同発 (12:

麒 ぎをする場所は、生出橋のやや上流のイ  15)、 一宮着 (12:52)同発 (13:10)、 本郷公民

ナヨ渕と呼ばれる渕で、古くからここに決め  館着 (13:25)同発 (13:48)、 佐藤家着 (14:

られている。                ,o4)同 発 (14:14)、 上町公民館着 (14:22)同

イナヨ渕の河原には、土を硬めた神輿の台  発 (14:32)、 茂庭家着 (14:41)同発 (14:52)、

座が設けられており、一旦ここに神輿を置く。  イナヨ渕着 (15:05)同発 (16:03)、 吉野家着

担ぎ手は河原で上半身裸 となり、ワラジをは  (16:11)同発 (16:20)、 里宮着(16:21)

く。再び神輿を担ぎ、大きなを卜声を発 して川

に入るもそのうちの 1人が白い幣束を持って  ⑥ 朴楽

対岸に泳 ぎ、土手に幣束を刺す。この後、神   翌21日 は、終日神楽が奉納 される。

輿を担いだまま下流へ 100mほ ど下る。これ

を3回繰り返 して岸に上る。神輿の展 ぎを行  ⑦ 直会

うことを生出では「,IIに 流す」という。      朴楽の終演を以って神事は全て終了し、神

←け荒れ神輿               社内の集会所で直会を行う。直会に参加する

神輿は、町区佐藤巧氏宅前から、岩の川橋  のは、神役のみである。

までの間、奇声を発 しながら蛇行 して駆け抜   かつては、神役の妻たちが塩で清めたカマ

ける。                    ドで調理 した精進料理を食べたが、現在は仕

鮨‖)太 白山の遥拝            出し屋から折詰を買っている。

i契 ぎを終えた神輿行列は、お旅所の吉野家   直会をもって例祭は終了する。

で休息する。その後、里宮を一旦通 り過 ぎ、

町区桜井家の前に向かう。ここで、全員が太  (10後片付け

臼山の遥拝を行った。これで、町申様が大白山   21日 の神楽終了後、大方の片付けを行い、

にお帰りになる」という。この後、行列は里  境内の清掃を行 う。

宮に帰り、20日 の例祭行事は終 りとなる。    職、旗は翌22日 に片付ける。

なお、太白山の遥拝は10年 ほど前から省略   なお、これらの後片付けのほとんどは町区

され、現在は行われていない。        のモチマエである。



写真10 神輿渡御 (山宮から里へ)

写真 6、 7 神輿渡御 (太白山山宮頂上へ)

写真11 同

写真 8 同上 (山宮から頂上へ
)

写真 9 同上 (山頂から山宮へ
)

写真13 同上 (町区)



写真14 旅所風景 (佐藤家) 写真18 神輿渡御 (町区から上町へ
)

一一リ

神輿渡御 (町区から上町へ
) 写真20 同上 (上町公民館 )

|~~職

写真17 同  上 写真21 同上 (上町から名取川へ
)



写真22 名取川へ到着

議・,二

「

猛
"‐

楔 ぎの準備

名取川で神輿の楔ぎをする

写真29 礫 ぎ終了後暖をとる



Ⅲ 生 出森八幡神社付属神楽 について

1.生出森八幡神社付属神楽の沿革

(1)生出森八幡神社付属神楽の始まり

生出森八幡神社付属神楽 (以下「生出神楽」

という。)が出来たのは、明治27年 (1894年 )

の事である。当時の宮司 (高橋甚六氏)が、

ぜひここにもおネ申楽が欲しいということで、

名取市高館にある熊野神社に頼んだという。

熊野神社では、その時まだ掟州厳しく、よそ

には決して神楽を教えてはいけないことにな

っていたため、毎晩夜が更けてから、内密に

通って来て、10名 余の若者に神楽を教えてく

れた。

しかし、この時習得 したことは、笛、太鼓

などの雌子が主で、舞の方はなかなか習得で

きなかった。そこで若者達は熊野ネ申社の祭礼

に行き、神楽の舞をみながら習得していった

という。

最終的に、佐藤勘蔵氏 (現神楽長、佐藤軍

蔵氏の父)、 米沢五郎助氏 (米沢幸次郎氏の父)、

森円吉氏 (森幸吉氏の祖父)、 沼田忠治氏、馬

場昌左衛門氏、沢口留吉氏、石垣勘二郎氏の

計 7名 力聯申楽を習得し、明治27年の初演から

戦前まで奉納された。その後も代々受け継が

れ、今日に至っている。

(D 生出神楽の特色

前述 したように、生出榊楽の源流は、名取

市高館にある熊野神社の付属神楽である。こ

の神楽は出雲系の榊流ネ申楽で、岩戸神楽に属

するものであるが、採物 をとっての祈梼の舞

が中心となる。また、歌謡 をほとんど省いて

黙劇のようになり、これがこの神楽の特色で

あるという。

(9 生出森八幡神社付属神楽保存会

明治27年の初演以来、一度も途絶えること

なく演 じられてきた生出神楽であるが、第 2

次世界大戦後、神楽師等の人材不足が深刻な

問題となった。特に、昭和45年 (1970年)か

ら50年 (1975年)ま での 5年間は、神楽師が

佐藤軍蔵氏、米沢幸次郎氏、森幸吉氏の 3人

だけとなり、他所から2名 ほど応援を得ない

と、神楽を演 じられなくなってしまった。

そこで、昭和51年 (1976年)11月 に、生出

地区に居住する氏子が、神楽の発展と技術の

向上を願い、永遠に神楽を保存することを目

的として、保存会を結成した。名称を「生出

森八幡神社付属神楽保存会 (会長、石垣富一郎

氏)」 といい、氏子全員が会員となっている。

運営は、約 550戸の会員の年会費 (200円 )

や、他の地区に依頼されて神楽を奉納 したと

きの謝礼、その他の寄附金をもとに行い、神

楽に使用する衣裳の購入、お面の修理、後継

者育成に役立てている。

2.生出神楽の構成

(1)演技・演奏者について     一

演技・演奏は「ネ申楽師」と呼ばれる人が担

当する。なお、神楽長は神楽師の代表である。

以下、現在の神楽師を列挙すると



・ 佐藤軍蔵氏 (町区):神楽長

・ 米沢幸治郎氏 (上町区):休業中

・ 森幸治氏 (本郷地区):月 太ヽ鼓、神楽担当

。沼田勝雄氏 (町区):太鼓担当

・ 嶺栄松氏 (本郷地区):神楽、笛担当

・ 横須賀武志氏 (人来田地区):同上

・ 阿部浩吉氏 (北赤石地区):笛 を担当

・ 佐藤二郎氏 (町区):神楽、笛を担当

・ 佐藤利幸氏 (人来田地区)

・ 庄司正一氏 (松場地区)

計10名 の他 に、神子及舞 を森祥子 さん (森幸

治氏の孫 :13才)が担当する。

演奏者は「囃子方」 ともいわれ、その構成

は①大太鼓 (1人 )、 ◎鼓太鼓 (1人 )、 ◎笛

(2人)である。

神楽師の衣裳は、頭に烏帽子を被 り、白の

直垂、自の袴 をつけ、足には自足袋を履 く。

神楽師になると、最初 に笛、太鼓などの囃

子を聞 きながら覚 え、その後 に舞を教 えられ

る。一人前に舞えるようになるには 2～ 3年

かかるという。練習は農閑期である 1月 ごろ

から始まる。その場所は、以前は神楽長の家

などであったが、現在は社務所や上町公民館

で行っている。

(2)演技場所

演技場所は里宮 と山宮にある神楽殿である。

①里宮の神楽殿について (図 1か照)

里宮の神楽殿は約50年前に建てられたもの

であり、 3間四方の建物である。

舞台は中央の約 2間 四方の広 さである。

その上に天幕 (竹 と4尺 の白い布でつくっ

た四方型の幕)を 下げ、そこから四隅へ、

シメ (半紙でつくったもの)を飾 る。これが

本式であるが、通常は正面に向って右側の上

に、天幕を下げ、シメは飾 らない。この天幕

は、毎年、神楽師がつくる。また、舞台には

薄縁を敷き、その後ろには幕を張 り、その背

後が楽屋となる。

神楽殿の周りには「シメ竹」とⅡ子ばれる竹

を置き、注連縄を張る。シメ竹と一緒に社旗

を飾る。

神供は舞台正面に置く。それは①燈明、②

色紙の御幣束、③御神酒、④御幣束 (第一番

四方拝乃舞に使用する)⑤野菜 (セ リ、ゴボ

ウ、カブ、ニンジン)⑥果物 (ミ カン)⑦お

米、③塩と水、⑨尾頭付きである。
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二 重
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§ョ憲畜
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▲ :社旗    ⑤野菜(セ リ、ゴボウ)

⑥ ク (カ ブ、ニンジン)

⑦お米
③塩と水
⑨尾頭付

図 1 里宮配置図・神楽殿配置図

上から、写真30 里宮神楽殿

写真31 天幕  写真32 神供

②山宮の神楽殿について (図 2参照)

山宮の神楽殿は、現在は社務所の向いに

るが、以前は拝殿の前にあった。

神楽殿は縦 3間、横 2間 の長方形の型をし

ており、里宮 と同様 に天幕、シメ竹、注連縄

幕を飾 り、薄縁 を敷 く。

舞台正面には神供を置く。神供には①色紙

の御幣束、②燈明、③お米、④御神酒、⑤二

重ねの餅である。
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 薪 患酒  ::憲
穐 )

⑤二重ねの餅

図 2 山宮配置図・神楽殿配置図

(0 演技次第について

最初に、拝殿 にて神主から「舞台払い」の

祝詞を上げてもらい、神楽長が玉串を捧げて

から神楽に入る。神楽の次第は下記の通 りで

ある。

第 1番 四方拝乃舞 (し ほうはいのまい)

第 2番 神招乃舞 (か んまねきのまい)
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第 3番 国鎮乃舞 (く にしずめのまい)

第 4番 真榊乃舞 (ま さかきのまい)

第 5番 住切乃舞 (し めきりのまい)

第 6番 天鹿児弓乃舞 (あ まかごゆみのまい)

第 7番 神子乃舞 (み このまい)

第 8番 翁乃舞 (お きなのまい)

第 9番 振霊乃舞 (ふれみだまのまい)

第10番 種播乃舞 (た ねまきのまい)

第11番 庭鎮乃舞 (に わしずめのまい)

第12番 魚釣乃舞 (う おつ りのまい)

第13番 神餌乃舞 (み つるぎのまい)

第14番 獅子舞 (し しまい)

以上14番 がイ云わっており、最後のblT子舞終了

後、社務所において直会が行われる。

なお、今年の里宮の例祭では、四方拝乃舞、

神招乃舞、国鎮乃舞、真榊乃舞、住切乃舞、

天鹿児弓乃舞、翁乃舞、神子乃舞、振霊乃舞、

魚釣乃舞、神無乃舞、31T子舞の順で神楽が奉

納 された。

また、山宮の例祭では、第一 日目 (6月 1

日)は、四方拝乃舞、神招乃舞、国鎮乃舞、

神子乃舞、住切乃舞、天鹿児弓乃舞、翁乃舞、

種播乃舞、庭鎮乃舞、獅子舞の順で奉糸内され、

第二 日目 (6月 2日 )は四方拝乃舞、神招乃

舞、真榊乃舞、住切乃舞、翁乃舞が奉納 され

た。

3.生出神楽の演技について

囃子方は、どの舞の場合にも鼓太鼓の合図

によって正面に礼 をし、演奏に入る。舞が終

った後 も、鼓太鼓の合図により正面に礼 をし

て終了する。

(1)四方拝乃舞

演技者は頭に鳥帽子を被 り、狩衣を着て、

終 を首にかける。

演技者が舞台に登場すると、正面の神供の

前に坐 り礼拝する。そして、神供 に置かれた

大 きな御幣束 を左手 に、鈴 を右手に持って

立 ち上がり、後進 して、鈴 を振 りながら、舞

台の四方を御幣束で払 う。四方 を払い終 えた

後に、正面に礼拝 し、鈴 を置 き、代 りに扇を

もって退却する。

演技時間は約 5分である。

り

①。□は囃子方
A:大 太鼓

BI技太鼓

C:笛
・④→0→?引ま舞の順序

である。

④ 登場

0 御幣束をもって矢印
の順に払って歩く。

?)鈴を神供にID・ き、扇

をもって退却する。

図 3 四方拝乃舞
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写真33、 34 四方拝乃舞

(2 神招乃舞

演技者は 2人で、頭に鳥兜を被 り、符衣を

着て、左手には小さな色紙の御幣束 (2人 と

も異なる色である)、 右手には鈴をもつ。

舞台に登場すると演技者は、正面の神供の

前で、 2人 とも足を大きく広げて腰 を落とし、

両手を腰に当て、深々と2度礼をする。次に、

お互い向い合って礼をし、両足を大きく開い

たまま鈴を鳴らしながら舞に入る。舞は手に

持った鈴と御幣束を左右に大きく振りながら、

舞台の正面、左、右と動き回る。その後、一

人が舞台から退却 し、残った一人が「御神楽」

を行 う。これは鈴、御幣束をもったまま両手

を合わせるようにして舞い、舞台の正面、左、

右の順に動くことである。この動作を2回繰

り返す。舞が終ったら、前のように正面を向

き、足を大きく広げて腰を落とし、手を腰に

当て 2度礼をして退却する。

演技時間は約10分である。

(3)国鎮乃舞

演技者は頭に′烏兜を被 り、日の大 きく鼻の

高い朱色の仮面を付け、狩衣を着 る。左手に

扇を持 ち、腰に刀をさし、背に4本の自の御

幣束を背負 う。

扇で顔 を伏せるようにして舞台に登場する。

正面に向って足 を大 きく広げ、腰 を落 とし、

両手を腰 に据えて深々と2度礼をし、舞に入

る。まず、「扇二番」を行 う。これは扇を霧 し

ながら、顔 を左右に動かし、このとき、足 を

左右の順に強 く舞台 を踏むのである。これを

3回行 う。次に「幣束三番」 を行 う。これは

背から御幣束 を 1本取 り出 し、左手でそれを

立て、右手の人指 し指で天 と御幣束を順に指

さし、その回 りを片足で飛び回る。これを 2

度繰 り返 した後、御幣束 を外側 に向けて倒す

ことである。残 り3本の御幣束も同様 にして

倒すのである。 4本全部倒すと舞は終 わり、

写真 35、 36 神招乃舞



前のように両足を大 きく広げて両手を腰 に据

え、深々と 2度礼 をして退散する。

この舞の特色は後半の「幣東二番」にあり、

この動 きはかなり激 しい。

演技時間は約16分である。

「幣束二番」

演技者が御幣束を立てて、
たるす。

①、②はその順番を示す。

図 4 国鎮乃舞

(→ 真榊乃舞

演技者は頭に烏帽子を被 り、翁のような白

い仮面をつけ、狩衣を着て想 をかけ、左手に

扇をもつ。

扇で顔を伏せるようにして舞台に登場する。

正面に向って足を大 きく広げ、腰 を落とし、

両手を腰に据えて深々と2度礼 をし、舞に入

る。まず、「扇二番」を行 う。これは扇を妨 し

ながら、顔 を左右に動かし、このとき、足 を

左右の順に強 く舞台を踏むのである。次に四

方に腰 を落として屈みこむ。そして、右手に

鈴 を持 ち、それと扇を振 り、大 きく足踏みし

て四方 をまわりながら舞 うのである。終了後、

鈴 を置 き、前と同様 に礼 をして退散する。

演技時間は約10分である。
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(51 住切乃舞

演技者は頭にザ ンギリ (散切の髪)を被り、

日の大 きい青い色の仮面を付け、法被 を着て、

右手に扇を持 ち、腰 に刀をさす。

舞台正面に出ると、両足 を広げ、腰 を落し、

両手を腰に据 えて深々と2度礼 をし、舞に入

る。まず、「扇二番」を行 う「扇二番については

前述のとおり)。 次に、刀を抜き、振 りまわしな

がら舞い、四方 を固めていく。そして、正面

の神供のところに鞘を上げ、左手に刀、右手

に鈴をもって舞 う。また、「刀三番」といい、

横で刀を振 りまわし、両脇に付け、飛び跳ね

て左肩に刀を担 ぐのである。図 5の ように順

番 に 3回行 う。その後、刀を鞘に収め、正面

に前と同様 |こ礼拝 して退却する。

演技時間は約13分である。

(61 天鹿児弓乃舞

演技者は 2人で、頭に鳥帽子を被 り、狩衣

を着て欅 をかけ、左手に小さな弓を右手に鈴

を持ち、背に矢を2本背負 う。

舞台正面に出ると、両足を広げ、腰を落し

両手を腰に据えて深々と2度礼をし、舞に入

る。まず、「弓三番」を行 う。これは 2人がお

互いに向き合って鈴を鳴らしながら舞い、両

手を大きく左右に振 りながら、図?うのように

前後左右に動くのである。その後、鈴を捨て

矢を取 り出して弓に付け、一度右回りに回わ

って矢を放つ。また、同様に矢を取 り出して

弓に付け、回わるが、矢は射らない。そして

一人が退却すると残った一人が右手に鈴を持

ち、正面、右、左と舞台を動き、両手を合わ

lr)
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ノ

ヽ
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1   1

0

④
ω
い
０

登場

扇二番
「刀二番」で四方を固める

「刀二番」刀を体の横で

振りまわし、両脇に付け

飛びはねて左肩にかつぐ

n 舞終了

図 5 住切乃舞
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供1/)

せるようにして鈴を振 りながら舞 う。これを

「御神楽」という。これが終わると、前のよ

うにネしをして退去「する。

演技時間は約 9分である。

lI)2人登場  lHl 弓二番  い 弓二番
0 御幣束の矢を右手に持ち、弓につけ、一回右
廻りに廻り矢を射る。もう一度、弓と矢をつける
が射らない。 い 一人が退却し、一人が御神楽

を舞う。 い 退場

図 6 天鹿児弓乃舞

(71 神子乃舞

演技者は少女であり、頭には宝冠を被 り、

化粧をし、後髪は束ねて蝶の紙型を付ける。

衣裳は白衣を着て袴を穿き、その上から神子

衣裳を羽織る。正式の場合には神子衣裳でな

く直垂を着る。また、右手に鈴、左手に扇を

もつ。
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写真44、 45、 46 天鹿児弓乃舞
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右手は鈴 を鳴 らし、左手は扇の端 を持 ち左

右 にまわしながら、図 7の ように舞台を歩き、

ながら舞 う。舞が終ったら、正面の神供に礼

をして退却する。

演技時間は約 6分である。

写真47 神子乃舞

(働 翁乃舞

演技者は頭に鳥帽子を被 り、黒色の翁の面

を付け、狩衣を着る。右手には鈴をもち、腰

には刈ヽ刀をさす。

顔を左右に振 りながら正面の神供の前に坐

わる。そして、両手を合掌 し、 2度礼をする。

同様に舞台の四方で、顔を左右に振 りながら

合掌し屈みこむ。次に、正面に坐り込み、小

刀を取 り出てそれを拝み、刀を抜く。このと

き、肩に自の欅 をかけてもらう。右手には鈴

左手には小刀を持 ち、両方を振 りながら図(Vl

のように動きまわる。その後、小刀を肩に担

ぎ右廻 りに廻わり、足踏みをきかせながら、

小刀を振 りまわし全身を動かして大きく舞う。

舞が終わり、正面に礼 をして退却する。

演技時間は約13分である。

“

)登場

lHl 右手で鈴を鳴らし、左手

で扇をまわしながら舞う

?, 同上

0 同上

い 退場

図 7 神子乃舞
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写真48 神子乃舞
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(9)振霊乃舞

演技者は頭にザンギリを被 り、大きな目の

赤い仮面を付け、法被を着て、右手に扇を持

ち、腰に刀を差 し、背に色紙の御幣束を背負

う。

舞台正面に出ると、両足を広げ、腰を落 し

両手を腰に据えて深々と2度礼をし、舞に入

る。まず、「扇二番」を行 う (扇二番について

は前述のとおり)。 次に「幣束二番」を行 う。こ

れは背中から御幣東を取 り出し、図 9の よう

に舞台の四方に置く。御幣束を置くとき一度

飛び跳ねる。そして、舞台に置いた御幣束を

取 り、背中に背負 う。その後、刀を取 り出し

て右手に、左手には鈴を持って舞 う。舞が終

つた後、正面に向い前と同じように礼をして

退却する。

演技時間は約16分である。

C  A

「幣束二番」

①、②はその順序

図 9 振霊乃舞

い

釘)合掌し、顔を左右に振
りながらかがみこむ。
①、②―はその順番を

示す。
l●l 小刀を取り出し、左手

にもち、右手に鈴をもつ。
両方を振りながら舞う。

?う 小刀を肩にかついで右
廻に廻る。

   図 8

lal

O 足のステップをきかせ

ながら、刀ヽ刀と鈴をふり
まわしながら舞う。

い 全身を動かして舞う。

い 舞がるわり、正面に向
って拝み、退却する。

翁 乃舞

③

＝
プ
＼
ゝ

写真49、 50、 51 翁乃舞
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写真53 振霊乃舞

―l

(10種播乃舞

演技者は頭に鳥兜を被 り、日の飛び出た黒

色の仮面 を付け、狩衣を着て、右手には扇を

持つ。

扇で顔 を伏せるようにして舞台に登場する。

正面に向って足を大 きく広げ、腰 を落 とし、

両手を腰に据 えて深々と2度礼 をし、舞に入

る。まず、「扇二番」を行 う。これは扇を錆 し

ながら、足踏みして後進 し、右手に鈴 を持 ち、

腰 を低 くして左右に鈴 を振 りながら舞 うので

ある。そして、鈴 と扇を神供の前に置き、「種

播 き」 を行 う。これは神供 にある米の入った

三宝を拝み、それを両手に持 ちながら大 きく

舞い、次に片足で飛び跳ねるようにして廻わ

りながら、右手で三宝の米 を摘み舞台に 3度

播 くのである。播 き終 ると三宝 を置 き、鈴 を

右手に、扇を左手に持 ち、左右 に大 きく振 り

ながら舞 う。これを「鳥追い」という。次に

「御神楽」 を行 う。これは両手を合わせなが

ら舞 うことであるbこ れが終 ると正面に向い、

前と同様 に礼 をして退却する。

演技時間は約12分である。

「扇二番」 lH)同 左

「種播き」 三主にはいつた米を持ち、種播 きを行うc

o②…の順で種を播く。

「鳥追い刹 鈴・扇を持ち、左右に大きく振りながら

舞う。

同上  い 「御神楽」を舞って終了。

図 10 種播 乃舞
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雪

いて、 2本の刀を重ね合わせたまま、左右に

大きく足踏みしながら舞 うのである。最後に

「刀二番」を行 う。これは 2本の刀を横で振

り延わし、両協の下に付け、飛び跳ねて両肩

に担ぐことである。これを3回行 う。そして、

二本の刀を重ね合わせたまま、両足を広げ、

腰を落として深々と2度礼をし、退散する。

演技時間は約15分である。

(⊃

(11)庭鎮乃舞

演技者は頭にザ ンギリを被 り、黒色の仮面

を付け、法被 を着て、右手に扇をもち、腰に

刀を差 している。

舞台正面に出ると、両足を開 き、腰 を落 し

両手を腰 に据 えて深々と2度礼 をし、舞に入

る。まず、「扇二番」を行 う。これは扇をまわ

しながら、大 きく足踏みして舞 うのである。

そして、扇を落とし、両手は腰 に据 えて左右

に足踏みをする。次に「指二番」 といい、こ

れは指二本 を延ばして左右に振 り、片足で飛

び跳ねながら舞 うのである。そして、「手三番」

を行 う。これは全部の指 を延ばし、両手を合

わせたりしながら舞 うのである。このとき、

首も大 きく振 る。次に「二本尖」」 を行 う。こ

れは腰に差 した刀と神供の前に置いた刀を抜

「扇二番J(け 同左 ¢う 同左
「指二番J 指 2本のばし、左右にふりながら

舞う。
「手二番」 両手の指をのばして、両手を合わ

せながら舞う。
「二本剣J 刀を2本使って舞う。 2本の刀を

振回わし、両脇につけ、ジャンプ

して肩にかつぐ。①、②…はその順序。
両刀を重ねあわせたまま、正面に

礼をして退却する。

図 11 庭鎮 乃舞
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写真 57、 58 庭鎮乃舞 写真 59、 60 魚釣乃舞

(1か 魚釣乃舞

演技者は頭に鳥帽子を被 り、白い女の顔の

ような仮面を付け、狩衣を着て、右手には扇

を、左手には釣竿を持つ。
※

舞台正面に出ると、両足 を開き、腰 を落 し

両手を腰に据えて深々と2度礼 をし、舞に入

る。釣竿を取 り出し、右手で糸 を持 ち、それ

を投げる。次に、右手に扇を振 り易 して舞 う。

これは魚 を釣っている様子 を表現 している。

その後「御神楽」を行い、正面に向って前の

ように礼 をして退散する。

演技時間は約10分である。

※ 釣竿は左肩に担く

釣の先には桃色の御幣束がついているが、以前

は本物の魚を付けていたとぃう。

(10神 剣乃舞

演技者は 3人で、頭にザンギリを被ぶり、

法被を着て、右手に鈴、左手に刀をもつ。

舞台正面に出て坐わり、刀を両手で上げ礼

をして輪を抜く。立ち上がって鈴を鳴らしな

がら刀を振 りまわして舞 う。これを「刀二番」

という。次に、一人が同様に鈴を鳴らし、刀

を振 りまわしながら舞 うが、他 2人は鈴を鳴

らすだけである。これを「御ネ申楽」という。

そして、 3人が舞台中央で背中を合わせて集

まり、刀を合わせたり、また、刀の先を持ち、

刀を跳ねたり潜ったりして、曲芸的に舞う。

終了後、正面に坐り、刀を輪に収め礼をして

退散する。

演技時間は約11分である。



る。すると、だまし役が獅子の背中を跨いで

獅子頭にいたずらをして、獅子を怒らす。獅

子が怒り、だまし役を追いかける。この動作

を3回繰 り返す。そして、だまし役、獅子の

順 |こ 舞台から下がる。

演技時間は約 5分である。

その後、獅子は観客の子供たちの頭をかむ。

(1つ 獅 子 舞

演技者はblT子 (2人獅子)と 「だまし役」

と称する傍役の計 3人である。

獅子は神楽師 2人がjRT子舞に入っている。

だまし役は頭にザンギリを被 り、黒色の狐の

仮面を付け、法被を着る。

両者とも同時に舞台に出てくる。51F子は歯

をあわせながら舞い、その後、舞台中央で寝

写真 64、 65、 66獅子舞
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文化財管理係

文化財調査係

仙台市文化財調査報告書刊行目録

第 1集 天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4丹 )

第 2集  仙台城 (昭和42年 3月 )

第 3集 仙台市燕沢害応寺横沢穴古墳群調査報告書 (昭和43年 3月 )

第 4集 史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書 (昭和44年 3月 )

第 5集 仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書 (F召和47年 8月 )

第 6集  仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )

第 7集  仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )

第 8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )

第 9集  仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )

第10集 仙台市中田町安久東遺跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )

第11集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月 )

第12集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )

第13集 南小泉遺跡―範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )

第14集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )

第15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )

第16集 六反田遺跡発掘調査 (第 2・ 3次 )の あらまし (昭和54年 3月 )

第17集 】ヒ屋敷追跡 (昭和54年 3月 )

第18集 枡江遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )

第19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )

第20集 史跡遠見塚古墳昭和54年度環境整備予備調査概報 (昭和55年 3月 )

第21集 仙台市開発関係追跡調査報告 I(昭和55年 3月 )

第22集 経ヶ峯 (昭和55年 3月 )

第23集 年報 1(昭和55年 3月 )

第24集 今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )

第25集  三神峯遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )

第26集  史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )

第27集 史跡陸奥国分寺昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )

第28集  年報 2(昭和56年 3月 )

第29集 郡山遺跡 I―昭和55年度発掘調査概報― (昭和56年 3月 )

第30集 山田上ノ台遺跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )

第31集 仙台市開発関係遺跡調査報告Ⅱ (昭和56年 3月 )

第32集 鴻ノ巣追跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

第33集  山口追跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )

第34集 六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )

第35集 南小泉追跡―都市計画街路建設工事関係第 1次調査報告 (昭和57年 3月 )

第36集 北前追跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )

第37集 仙台平野の遺跡群 I―昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )

第38集 郡山遺跡 Ⅱ―昭和56年度発掘調査概報― (昭和57年 3月 )

第39集 燕沢遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )

第40集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概幸RI(昭和57年 3月 )

第41集  年報 3(昭和57年 3月 )

第42集 郡山遺跡―宅地造成に伴 う緊急発掘調査― (昭和57年 3月 )

第43集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 8月 )

第44集  鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 12月 )

第45集  茂庭―茂庭住宅団地造成工事地内遺跡発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第46集 郡山遺跡Ⅲ―昭和57年度発掘調査概報― (昭和58年 3月 )

第47集  仙台平野の追跡群Ⅱ―昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第48集  史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備予備調査概報 (昭和58年 3月 )

第49集  仙台市文化財分布調査報告 I(昭和58年 3月 )

第50集 岩切畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第51集 仙台市文化財分布地図 (昭和58年 3月 )

第52集 南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第 2次調査報告 (昭和58年 3月 )

第53集 中国・畑中違跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第54集 神明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第55集 南小泉追跡―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3月 )
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第56集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅱ (昭和58年 3月 )

第57集  年報 4(昭和58年 3月 )

第58集  今泉城跡 (昭和58年 3月 )

第59集 下ノ内浦遺跡 (昭和58年 3月 )

第60集 南小泉遺跡一倉庫建築に伴う緊急発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第61集 山口遺跡 ]―仙台市体育館建設予定地― (昭和59年 2月 )

第62集  燕沢追跡 (昭和59年 3月 )

第63集 史跡陸奥国分寺跡昭和58年度環境整備予備調査概報 (昭和59年 3月 )

第64集 郡山追跡Ⅳ一昭和58年度発掘調査概報― (昭和59年 3月 )

第65集 仙台平野の追跡群皿―昭和58年度発掘調査報告書― (昭和59年 3月 )

第66集  年報 5(昭和59年 3月 )

第67集  富沢水田追跡第 1冊―病院建設に伴う泉崎前地区の調査報告書

(昭和59年 3月 )

第68集 南小泉遺跡一者F市計画街路建設工事関係第3次調査報告 (昭和59年 3月 )

第69集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報皿 (昭和59年 3月 )

第70集  戸ノ内追跡発掘調査報告書 (昭和59年 3月 )

第71集 後河原追跡 (昭和59年 3月 )

第72集 六反田追跡Ⅱ (昭和59年 3月 )

第73集 仙台市文化財分布調査報告I(59年 3月 )

仙台市文化財調査報告書第73集

仙台市文化財分布調査報告Ⅱ

―仙台市生出地区のまつリー

日召不日59年 3 月

発行 仙 台 市 教 育 委 員 会

仙台市国分町 3-7-1
仙台市教育委員会社会教育課

E「 用」仰 東 北 プ リ ン ト

仙台市立町24-24 TEL63-■ 66
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